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（概要） 

●大磯には“高麗山”をめぐる古代のロマンを 

 秘めた伝説がある 
 ⇒ＡＤ７世紀、戦乱の朝鮮半島から亡命してきた集団が大磯 

  から上陸したという伝説がある。 

 ⇒高来神社の夏祭り“御船祭り”の木遣・祝い唄で唄われる 

 ⇒高来神社の祭神は神功皇后と応神天皇 

●この伝説の背景にある東アジアの動乱とは？ 
 ⇒中国、朝鮮３国（高句麗、新羅、百済）と倭国の争乱 

⇒白村江の戦い 

●敗戦で、どのような課題を負ったのか 

 



１．大磯と東アジア 

１）大磯の祭り 

  ①国府祭（こうのまち） 

   神奈川県重要無形文化財（昭和４０年指定） 

          六所神社 

  ②左義長   国指定重要無形民俗文化財（平成９年指定） 

          下町の道祖神祭り 

  ③御船祭   大磯町指定無形民俗文化財 

          ⇒高来神社の夏の例大祭 

２）高麗の文化 

  ①高麗山  ⇒神奈備山として崇敬 

         神仏習合の山 

  ②高来神社（旧高麗権現社・旧高麗寺） 



 
 

 

 

 



 



 



  ③高麗山に祀られている神々 

   ●高句麗の神霊・神皇産霊神（高麗権現） 武内宿禰奏請 

   ●神功皇后・応神天皇合祀 

   ●平嘉久社（大山祇神、高良（たたら）明神、天神社） 

   ●高麗寺建立 

      ⇒僧・行基（668-749）、千手観音伝説 

   ●慈覚大師円仁（794-864） 

      ⇒三社権現を祀る（高麗権現、白山社、毘沙門堂） 

   ●高麗権現は箱根神社、伊豆山神社に遷祀。 

      （箱根山縁起・走湯山縁起・高麗寺建立記） 

⇒源頼朝の崇敬を受けた 

④鎌倉時代 

      ⇒最盛期 鎌倉幕府の保護  ２４僧坊 

  ⑤江戸時代 



      



⇒寺領１００石のご朱印地 

       東照大権現を勧請  東叡山寛永寺の末寺 

  ⑥明治維新 

      ⇒神仏分離令、廃仏毀釈 

高麗寺廃寺  寺仏は慶覚院（末寺）へ 

       高麗権現社⇒高麗神社⇒高来神社 

３）大磯と渡来人 

  ①大陸からの渡来人の歴史 

   縄文末期（ＢＣ３）～奈良時代（ＡＤ８）５～６百万人？ 

 

  ②４世紀以降の東アジアの情勢 

   ●百済、新羅、高句麗と倭の争乱（好太王・広開土王の碑） 

   ●白
はく

村江
すきのえ

の戦い（663）唐・新羅連合軍に敗れる 



   ●高句麗の滅亡（668）、百済の滅亡（663） 

 

  ③渡来人の亡命⇒関東への移住（東国の開発） 

   東国へ百済人２千余人（666、日本書紀） 

   武蔵国へ高麗人 1799 人（716、続日本紀） 

         

       関東への定住 

   狛江（高麗江）、砧、調布、秦野（秦氏）、高座郡（高倉郡） 

   新座（新倉＝新羅）、志木（志楽木＝新羅） 

④高句麗使者（王族）  玄武若光 日本に朝貢（666） 

      ⇒高句麗滅亡（668）で倭に亡命 

   王族・若光の一団が大磯に船で上陸したという伝説がある 

    

   高来神社・夏季例大祭の祝い唄・木遣「権現丸」 



  



  
 



 

 

⑤箱根権現絵巻 

 箱根権現と伊豆山権現の由来。 

  波羅奈
は ら な い

国の継子いじめの話で、共に神仏信仰の厚い日本国の大磯へ上陸し

たという話。 

４）古代の高麗周辺 

  ①６世紀頃の花水川河口付近の遺跡 

  ②唐原（もろこしがはら）の地名（現平塚市唐ケ原
とうがはら

） 

⇒渡来人の上陸地か？ 

５）その他の渡来人 

  ①背名福徳（高麗福徳） 

   日本に亡命した高句麗王族系渡来人。第１９代高句麗王 



   「広開土王」の後裔。660 年の高句麗・平壌城陥落で若光 

   より早く亡命。武蔵国の豪族となる。孫に高倉福信・武蔵

守がおり、従三位となって公卿に列せられる。若光と同族。

高座郡（高倉郡）との関係は？ 

 

 ６）高麗に残る祭り 

  ①春季例大祭（家康の命日・4/17 から３日間） 

   ●山神輿、植木市 

  ②夏季例大祭（７月第３土・日曜日） 御船祭り 

   ●祝い歌⇒木遣「権現丸」 

 

 

 



 



２．東アジアの動乱（ＡＤ４～７Ｃ） 
 

 １）倭国の成立 

  倭国関連資料 漢書を始めとする中国の歴史書（別紙） 

         『古事記』『日本書紀』『続日本紀』他 

  ①倭人が初めて東アジア世界に登場（ＢＣ１） 

   ⇒楽浪海中に倭人あり。分かれて百余国となる。歳時を 

    以て来たり献見すといふ。『漢書』 

   （倭人が楽浪郡を通じ、定期的に中国と関係を持っていた） 

  ②奴国（福岡市付近）が後漢（光武帝）への朝貢を行う。（Ａ

Ｄ57） 

   ⇒「漢委奴国王」の金印を賜与『御漢書』 

  ③倭国王師升（すいしょう）が後漢に朝貢（107）。⇒倭国と記載 

  ④倭国大乱（147～189） 



   「住（とどまる）るところ 70～80 年、倭国乱れ、相攻伐するこ

と歴年」（『三国志』魏志倭人伝） 

  ⑤女王卑弥呼の統治始まる（239）。『魏志倭人伝』 

   ●卑弥呼 魏に遣使。「親魏倭王」の金印紫綬・銅鏡賜う。 

   ●魏王に朝貢。 

  ⑥倭女王（壱与）西晋に遣使（266）。 

  百余国に分かれていた倭国は、大乱を経て女王・卑弥呼の下

に国をまとめ、その後大和政権に引き継がれてきたが、各リ

ーダーは必ず中国の王朝に朝貢を行っている。そのことは、

まさに中国王朝とのつながりにより国をまとめてきたことに

他ならない。従って中国王朝の混乱により倭国も動揺するの

である。 

  中国の後漢末から三国時代の変動期には、倭国のみならず 

  朝鮮半島も争乱状態に陥っていた。 

 ２）東アジアと倭国の外交 



  ①266～413 年まで、中国正史に日本関係記事無し。 

   ⇒空白の４世紀。その間は、日本書紀、三国史記による 

  ②百済と倭国の通商始まる（366） 

   百済と伽耶諸国との関係が始まる 

   ⇒伽耶地域を介して、百済・伽耶・倭の関係が形成。 

   狗
く

邪
や

韓国
かんこく

(魏志倭人伝にて倭国の北岸と記。鉄の有力な 

   産地で、倭国と密接な関係にあった） 

⇒金官国（加羅）＝任那 

  ③百済の戦略 

   百済が未知の国・倭国に通商を求める目的は何か？ 

         

   国の成り立ちから、「高句麗」と対峙しており、高句麗の 

   南下にどのように対処するかが百済の国策課題。 

   ⇒対高句麗戦遂行のため、倭国との通交に託した。 



  ④倭国が求めたもの 

   石上神宮・七支刀（百済が朝貢のときに献上したもの） 

   ⇒倭国が百済との関係を重視した表れ。 

  （人・物の渡来こそ、倭国が百済に期待したもの） 

●先進文物の供与 

    衣縫工女献上⇒来
く

目衣縫
めのきぬぬい

（くめのきぬぬい） 衣縫部 

   ●博士王仁の渡来⇒『千字文』、『論語』を伝える。 

   

 

⑤広開土王（好太王）の碑  

   倭国は、日本史上初の海外での大規模な戦争を行った？ 

   ●渡海して百済・新羅を臣民とした（396）。 

   ●新羅を救い「倭賊」を撃退する（400）。 

   ●倭が帯方に侵入したので「倭寇」を潰敗し斬殺する。 



  ⑥新羅の動向 

   ●新羅は倭国と国交を結ぶ（402）。 

   新羅は自国あるいは対象国の王位交代の節目をとらえて、 

   高句麗や倭国に「質」を送り、その圧力を緩和する外交 

   を展開。⇒高句麗に従属していく。 

  ⑦倭五王、中国・南朝に朝貢（413～502）。 

   ●讃（？）⇒（東晋、宋）、珍・済（允恭）・興（安康）⇒

（宋）、武（雄略）⇒（宋・斉・梁） 

   ⇒対高句麗対策 

  ⑧倭国外交の課題 

   高句麗優位のなかでの対高句麗戦の遂行、百済・伽耶地域 

   との関係維持が大きな課題となった。 

   

 



 



３．白村江への道 
 

 １）倭の五王による中国王朝への朝貢 

①対高句麗戦への体制整備。⇒宋との外交に活路。 

 ２）倭の五王と天皇系図との対比。 

  ①武（雄略）、済（允恭）、興（安康） 

   讃、珍は不明。 

  ②武（ワカタケル）は、「大王」を称した最初の倭王。 

 ３）武（雄略）の戦略 

  ①有力渡来人（朝鮮半島南部）が王権を支えた。 

   ●東漢氏（ヤマトノアヤ）；東漢直掬（ヤマトノアヤノアタイノツカ） 

   ●西文氏（カワチノフミ）；西文首（カワチノフミノオビト） 

   ●秦氏 

  ②さまざまの技術（飼馬、製鉄、織物、須恵器など）や文字



の知識を有する「史
ふびと

」として活動。 

  ③半島での軍事行動の準備。 

  ④百済が一時的に滅亡する（475）。 

 ４）百済の復興と倭国 

  百済に援助して、高句麗、新羅に対抗 

 ５）伽耶諸国をめぐる紛争 

  ①新羅（高句麗から独立）⇒伽耶諸国の争奪 

  ②北部伽耶地域は倭国と百済は競合関係にあった。 

  ③南部伽耶地域は５世紀の渡来人の出身地。 

  ⇒この新たな国際情勢に継体大王はどのように対処したか。 

 

  ④男大迹王（継体）の大王就任（507）。 

   ⇒出自の問題あり。ヤマト王権の本拠に宮を定めるまで 

    ２０年かかっている（526）。 



  ⑤527 年、新羅による第１次金官国侵攻による百済の要請で 

   ６万を渡海させようとしたが、新羅と結んだ九州の豪族筑

紫君磐井の反乱（磐井の乱）により、渡海延期。 

   ⇒実際は、近江毛野は外交交渉が主で、倭国の使者として 

    渡海。 

  ⑥「任那４県」割譲を決定（512）。 

   ●親百済派（大伴大連金村）により、南部伽耶地域への百

済侵攻を承認。百済の賂を受けたとの流言。 

   ●百済からの貢物 

    儒教を講説する五経博士の派遣等、文化的享受を得る。 

    百済・聖明王、欽明天皇に仏像、経論を献上（538）。 

      “仏教の公伝” 

   ●この時期、倭系百済官僚が百済宮廷で活躍していた。 

    「日本斯那奴阿比
に ほ ん し な の あ ひ

多
た

」；科野直姓の倭系官僚 



    外交問題協議の中心におり、倭国の信頼があった。 

  ⑦伽耶諸国の反発。新羅と組んで百済に対抗。 

  ⑧高句麗から独立した新羅は、南方への領土拡張に意欲。 

    

 ６）“三国抗争時代” 

  ①百済、新羅の伽耶地区への侵攻 

   ●倭国の調整の失敗（近江毛野） 

   ●金官国を始めとして周辺各国の新羅への編入（532） 

   ●百済が安羅への進駐。 

  ②高句麗の介入 

   ●高句麗と百済の抗争が再燃。 

  ③百済と新羅の戦闘は、倭国の支援を受けたが、百済の 

   聖明王が敗死（554）。 

  ④562 年、新羅は、伽耶諸国を併呑、任那は滅亡した。 



   加羅（伽耶）は、小国で構成される領域。 

   任那は、領域内の小国・金官国を指す。但し、諸説あり。 

   倭国の中央、地方の豪族が居住していたが、倭国の出先機

関ではない。 

  ⑤倭国の任那復興策と新たな外交方針 

   ●新羅、高句麗との通交 

    ⇒570 年、高句麗が初めて来朝。 

    ⇒575 年、新羅使が来朝。 

   ●新羅からの「任那調」貢上で、新羅と妥協。 

   ⇒百済の狙いとは異なる。 

  

 

７）中国統一王朝（隋、唐）の誕生と東アジア 

  ①589 年、隋が中国を統一（南北朝の終焉） 



   ●朝鮮３国は隋に朝貢 

    ⇒新羅は、一貫して隋に臣従。 

   ●倭国の対応 

    ⇒国内問題  物部守屋討滅、蘇我馬子権力闘争 

    ⇒「任那復興」のための筑紫への駐兵（２万余）。 

    ⇒「遣隋使」派遣（小野妹子） 

  ②618 年、隋が滅亡、唐が成立。 

   ●隋による高句麗征討の失敗 

   ●朝鮮３国、唐に朝貢。 

   ●630 年、倭国が第１回遣唐使派遣。 

    ⇒唐の冊封を拒否するも事なきを得る。 

     この時期、唐は北方、西方に問題を抱えていた。 

  ③642 年、唐の朝鮮半島介入が可能となった。 

   ●倭国では、645 年、乙巳の変により、蘇我本宗家滅亡。 



    中大兄皇子、中臣鎌足による大化の改新。 

   ●653、654 年、遣唐使派遣。894 年、菅原道真により廃止

されるまで、２０回実施。 

   ●倭国は均衡外交維持。 

   ●新羅使の唐国服着用事件⇒新羅はすでに唐風化政策によ

る唐への接近。 

  ④唐と朝鮮 3国 

   ●高句麗は唐に敵対。高句麗討伐に乗じて百済が新羅侵攻。 

   ●新羅は倭国を離れ、唐に臣従する。 

  ⑤660 年、唐・新羅連合軍により百済討滅。 

    “百済の役” 

   ●百済復興運動⇒倭国支援。 

    ⇒有史以来の百済との関係、百済滅亡による文物輸入ル

ートの途絶。 



    ⇒背後の唐と戦うという現実認識が希薄。 

 ８）白村江の戦い（663） 

  ①百済内部抗争の影響もあり、白村江への到着が遅れ、待ち

構えていた唐・新羅連合軍に挟撃され大敗。 

   ●倭国軍 

    前軍 （東国兵）上毛野君稚子
かみけぬのきみわくこ

、1万余人、170 隻 

        戦いに間に合わず、撤退作戦の殿軍 

        さらに「東国兵」は臨戦態勢をとったまま駐屯。これが 

        「防人」の起源となった。 

    中軍 （西国兵）巨勢
こ せ の

神前
かむさきの

臣
おみ

訳語
お さ

、２万７千人、軍主力、700 隻 

         壊滅的大敗を受けた 

    後軍 （北陸水軍）阿倍
あ べ の

引田
ひきたの

臣
おみ

比羅夫
ひ ら ふ

、１万余人 
        白村江の敗残兵と百済の亡命者を収容して撤退。 

   ●唐・新羅連合軍 

    唐軍   １３万余人、１７０隻 



    新羅軍  ５万余人 

   



 
 

 



４．白村江以後 
 １）白村江以後の朝鮮 

  ①高句麗の孤立と内紛で滅亡 

   ⇒668 年、唐・新羅連合軍の第３次侵攻により、高句麗は 

    滅亡。 

  ②676 年、唐を破り朝鮮半島を統一。 

２）唐・新羅軍の侵攻への対応 

  ①戦後新羅が朝鮮半島を統一 

   ⇒幸運にも、当面唐による倭国侵攻は回避された。 

  ②倭国の防衛態勢 

   ●対馬、壱岐、筑紫に防人・烽火を置く。 

    ⇒辺境防衛や唐軍侵攻時の情報伝達システム 

   ●防衛施設・水城を設置。 

    ⇒防衛の要衝大宰府防御のための大堤を築き、水を貯め



た。大水城、小水城 

   ●朝鮮式山城を築く 

    ⇒大野城、基肄城、高安城、讃岐国屋島城、 

対馬国金田城 

  ③近江大津宮へ遷都（667） 

    

 ３）亡命百済人他の貢献 

  ①多くの百済人が倭国に亡命。 

   ●百済王・豊璋の弟・善光以下百済復興の中心の貴族階級 

    から一般市民まで１０００人が定住。 

    ⇒倭国の律令国家成立に大きな影響。 

  ②倭国の防衛計画は、亡命百済人がはたした大きな役割。 

  ③一般亡命百済人２０００人への食料支給、租税免除、土地 

   の賜与。⇒百済郡を設置（大阪市生野区、天王寺区）。 



  ④百済人による東国開発 

   ●朝鮮半島から国内開発が課題 

    ⇒渡来人の活用 

   ●近江国愛智郡（滋賀県秦荘町、愛知川町）秦氏。 

    大津市、志賀町、蒲生郡（八日市、近江八幡、蒲生町 

    能登川町） 

  ⑤666 年（天智５年） 百済人男女２千余人東国移住。 

  ⑥684 年（天武１３年）百済人僧尼以下２３人を武蔵国。 

  ⑦687 年（持統元年）高麗人 56 人を常陸国、新羅人 14 人 

      を下野国へ移住。高麗の僧侶を含む 22 人を武蔵国 

  ⑧716 年（霊亀２年）駿河、甲斐、相模、上総、下総、常陸、 

      下野七か国の高麗人を武蔵国に移す。 

  ⑨733 年（天平５年）埼玉郡の新羅人徳師ら５３人に金姓。 

  ⑩758 年（天平宝字２年）新羅郡の設置。新羅僧３２人、尼 



      ２人、男１９人、女２１人を武蔵国に移住。 

  ⑪760 年（天平宝字４年）新羅人１３１人を武蔵国移住。 

 

 ４）渡来人が相模・大磯に与えた影響 

  高句麗副使（王族）  玄武若光 日本に朝貢（666） 

      ⇒高句麗滅亡（668）で倭に亡命 

  王族・若光の一団が大磯に船で上陸したという伝説がある 

  その後（716）、武蔵国へ移住。 

  ①先進技術（養蚕、綾織、木工、製鉄、牧畜）を伝える 

   ●綾織物産地⇒国郡制により余綾郡となる（701） 

   ●木工技術伝承⇒箱根寄木細工、大山駒 

   ●関東北西部の絹織物、窯業（瓦）、和紙、鉱山開発 

    （秩父の銅） 

   ●製鉄技術⇒タタラ製鉄跡地（字前田）？ 



   ●平嘉久社に高良明神を合祀。 

   ●戦国期⇒大磯の代官・笠原氏が「大磯小判」を作る 

  ②大宝３年（703）朝廷より王
こきし

姓・従五位下を賜る 

（高麗王若光） 

  ③霊亀２年（716）関東の高麗人 1799 人を以て、武蔵国に 

   遷し高麗郡を設置（続日本紀）。 

   ⇒若光はそのリーダーとして高麗郡に移住した。 

    高麗神社（埼玉県日高市、高麗明神・若光を祀る）、高麗若光の墓 

   ⇒大磯に“釜口古墳（石棺）”があり、若光の墓では？ 

 ５）中央官制の整備 

  ①大化の改新（645）⇒乙巳
い つ し

の変 

        

   630 年の白村江の敗戦⇒軍事力の整備（軍団制） 



667 年、近江大津京に遷都 

668 年、天智天皇即位 

部民制⇒律令制中央集権国家の始まり 

   701 年、大宝律令制定により、律令制国家誕生。 

  ②消極外交への転換 

   ●半島の紛争への不介入 

   ●唐との通交を避ける 

   ●唯一頻繁に通交したのが新羅であった。 

    ⇒来る対唐戦争への布石 

    ⇒百済に代わる唐文化を輸入する道を確保。 

   ●文化の唐風化 

  ③一連の政策に対する豪族、民衆の不満、唐風への不満 

   ⇒内部対立⇒壬申の乱 

 



５．白村江がもたらしたもの（結び） 
 １）白村江は何が問題だったのか 

  ①倭国の国内態勢が中央集権体制になっていなかった。 

   統一した指揮権者がいなかった。 

中央、地方の豪族の集合体⇒部民制 

  ②1 国中心主義的でかつ文化・物質を目的とする外交 

   一貫して百済を支援してきた。文物、人の獲得の面で百済 

に期待するところ大。百済もそれを利用。仏教伝来。 

任那４県割譲承認の失敗⇒新羅の侵攻を招く。 

③倭の政治的立場は不明だが、文化を吸収しようすることが 

   外交の基本になっている。 

  ④中国統一王朝 隋・唐の存在を十分認識していなかった。 

 

 ２）白村江以後の日本 



 

  ①敗戦から、国の防衛、唐と同様の律令国家建設の必要性 

   ⇒唐文化の全面受入れ、律令制度の構築。 

  ②894 年の遣唐使停止により、「唐風文化」⇒「国風文化」 

   日本中心主義の台頭 

   ⇒唐に対しての意識変化  尊崇⇒優越 

   ⇒外国を異国と認識⇒日本とそれ以外という世界観。 

    朝鮮諸国への蔑視。新羅の朝貢により優越意識。 

   ⇒「神国思想」 

③対唐外交においても、国内では日本中心主義、 

外に対しては事大主義という二つの対唐観を使い分けた。 

   ⇒中国との通交は殆ど無くなる。 

  ④明治維新での「脱亜入欧」思想（中国文化に対する優越感） 

   ⇒対中国観の変革 



  ⑤明治維新以降、日本は本格的な国際外交の訓練を欠いたま

ま、欧米列強との外交の場に登場せざるを得なかった。 

 ３）今後の日本外交の行方 

①この「白村江の敗戦」の結果は、日本にとって太平洋 

戦争という大きな代償を払ったのではないか。 

  ②その後、日本の外交は大きく変わったのであろうか。 

  今の日本を取巻く世界の状況は、益々難しさを増しており、 

  非常に難しい政治情勢を乗越えることが求められている。 

  日本は、もはや“白村江の敗戦”を繰返してはならないので

ある。 

 

今年 7月 17 日（日）真夏の太陽の中、大磯で盛大に執り 

行われた「御船祭り」を見ながら、ふと考えた次第である。 
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（補遺） 

 

１．「三韓征伐」（内容的には新羅征伐）はあったのか？ 

 日本書紀に記載されている神功皇后の征伐は皇紀 860 年に行わ

れたとある。西暦に直すと、紀元 200 年となるが、現実には神

功皇后は応神天皇の母であるから、４世紀末から５世紀にかけ

ての人である。内容的には大きく異なるが、その当時下記のよ



うな事実にもとづき脚色されたと考える。 

 ①この時期、日本はしばしば朝鮮半島に出兵 

  ⇒広開土王の碑で確認。 

   広開土王に打ち破られている。 

  この事実をもとにしているのではないか。 

 ②何故新羅なのか？ 

  ⇒白村江で敗けた相手は新羅であった。 

 ③神功皇后こそ卑弥呼そのものであるとの説。 

 

 

２．その後の朝鮮半島（新羅統一後） 

 ①９世紀末～１０世紀、後三国時代 

  後高句麗（高麗）、新羅、後百済 

 ②高麗の王建により統一。 

  ⇒王建の遺言  全羅道を差別する内容 



 ③全羅道＝百済、慶尚道＝新羅 

  ⇒現在までその闘いは続いている。 

３．天智天皇の死の謎と白村江の敗戦後の日本の外交 

  白村江の敗戦 

日本の防衛に百済人難民の起用（天智天皇＝親百済派） 

   

  唐と新羅の戦い（高句麗滅亡 668 後） 

  唐が日本との同盟申入れ？（唐の外交、遠交近攻） 

   ⇒671 年、郭務悰（唐の将軍）が 2000 人の軍団で謎の来日（日本書紀） 

  同年天智天皇の死  同盟阻止派により暗殺された？ 

  新羅⇒唐と日本の同盟阻止 

  天武天皇（親新羅派）による実行 

    ⇒筑紫
つくしの

大 宰
おおみこともち

 栗
くる

隈
くまの

王
おおきみ

の寝返り 

  扶桑略記（平安末期 天台宗阿闍梨・皇円） 

  ⇒天智は山科に狩りに行って行方不明。天智の遺体は発見されなかったので、



沓が落ちていたところを山稜とした 

  天武天皇とは何者か ⇒ 忍者（遁甲）であった（日本書紀） 

  ⇒暗殺の実行犯？ 

  宇治市小倉町に天王という地名がある 

  ⇒ここにはかつて「天智天皇」と刻まれた石碑（地蔵院に保存）があった。 
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